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②東京からケープタウンまでの距離は約何㎞かな？ ［ 約 ㎞ ］
③東京から見て，南極とブエノスアイレスではどちらが遠いかな？ ［ ］
④東京から見て，ほぼ北西に１００００㎞にある都市の名前は？ ［ ］
⑤東京から真東に行くと，通る国２つは？ ［ と ］
８方位
学び合いと一斉授業の評価を総括的に比較する
と，表１で示したように平均点も標準偏差も学び
合いの方が良好な数値となり，第５次と第６次の
技能・表現についての課題の評価結果は顕著で
あった。全員の課題達成をめあてに授業を進め，
分かる生徒が分からない生徒を教えサポートした
結果，学力下位層の生徒の底上げが図られたこと
も成果として挙げたい。地図の読み取りや略地図
を描くことは，教師一人が授業時間内に個別指導
を十分に行うには限界があるが，このような技能
の習得を目標とする学習では，学び合いが効果的
であることが分かった。また実践後のアンケート
では，学び合いによる生徒主体の学習で，ほとん
どの生徒が楽しく理解が進むと回答した。教師が
教えずとも生徒は一斉授業と変わらず知識を習得
し，知識を活用して思考し，目標とする概念形成
をほとんどの生徒が図れたことは，学び合いの効
果が若干ではあるが確認できたと言える。
社会の学習が好きだ，授業が分かりやすいと回
答した生徒が増加した。自分の考えをよく伝え話
し合えた生徒が大幅に増加し，一斉授業よりよく
考えることができたと約９割が回答したことから
学び合いは思考・表現活動を促進することが分
かった。学び合いでみんながわかり，できるよう
になることは大切だと８割以上の生徒が回答し，
学び合いの意味も理解させられた。短時間で充実
したワークショップ型授業研究会も実施できた。
７ 実習校における後期課題実習
 実習の目的
前期の実習における課題改善を図るため，後期
の実習では次の５つを主な目的とした。
 実践した授業について
生徒の思考を広げ深めるため思考ツールを活用
した。田村学氏は思考ツールには「情報の可視化」
と「情報の操作化」の２つの特性があるため，こ
れまでなかなか実現することが難しかった探究・
協同型の授業を実現する可能性が高まるとしてい
る20)。さらに小原友行氏の「思考力・判断力・表
現力」をつける歴史授業の４種類の問いをもとに
授業内容を考えた。
そして，第１次から第６次の各授業の学習課題
とパフォーマンス課題における問いを，４種類の
問いから考え設定し，その課題を解決するに必要
な思考スキルを考え，Ｘチャートやコンセプト
マップなどの思考ツールを用いた。
小原氏による①の問いを中心にして，｢歴史資料
―４８―
活動やワークシートの内容を精選し，生徒が対話し
考える時間を十分確保した時間配分にする。
学習をすべて生徒に委ねず，教師が教える場面と，
学び合いで生徒に考えさせる場面を設定する。
教える教えられる学び合いから，考えの相違から自
分の考えを練り上げる学び合いを実践する。
①歴史事象の具体的な有り様に関する知識を求める
問い「どのような出来事か，どのように起きたのか」
②特定の歴史事象の原因や意味に関する知識を求め
る問い「なぜ起きたのか，なぜそうしたのか」
③多くの歴史事象の関連性や展開に関する知識を求
める問い「なぜそうなっていったのか，どうなって
いくのか，それはなぜか」
④歴史事象に関して，主体的な価値づけを求める問い
「それはよかったかどうか，どうすべきだったか」
生徒の思考の変容や，概念形成をより見取ることの
できるワークシートや，パフォーマンス課題の内容
や与え方を工夫し実施する。
協議内容を深めるため，授業を見る視点を設定し，
その視点について協議する授業研究会を行う。
実習では次の４つを主に実践することとした。
○学び合いの深まり
○習得させる知識と活用させる知識の焦点化
○思考・判断・表現が必要となる学習課題の与え方の
工夫
○実践力の向上につながる研究授業
表３ 授業についてのアンケート（一部を抜粋）
割合の増 減授業実践後授業実践前質問内容
＋2086％（あてはまる・少しあてはまる）66％（あてはまる・少しあてはまる）社会の学習は好きだ。
＋1790％（あてはまる・少しあてはまる）73％（あてはまる・少しあてはまる）授業がわかりやすい。
＋2778％（あてはまる・少しあてはまる）51％（あてはまる・少しあてはまる）
自分の考えをよく伝え話
し合えた。
87％（あてはまる・少しあてはまる）一斉授業より，よく考えることができた。
表４ 学習課題における問いと思考スキル
学習課題の解決に主
に必要な思考スキル学習課題における問い授 業
多面的にみる｢モンゴル帝国(元)・東アジア・ヨーロッパ(イスラム世界)はどのような関係であったか」第１次
関係づける「武士はなぜ登場し，どのように力を伸ばしていったのか」第２次
関係づける「源頼朝が目指した政治はどのような政治であったか」第３次
理由づける｢鎌倉幕府はなぜ全国に勢力に勢力を広げることができたのか」第４次
比較する「鎌倉時代はどのように社会が変化し，どのような文化が生まれたのか」第５次
変化をとらえる「鎌倉時代はどのような時代であったか」第６次
評価する「鎌倉時代に起きたことについてどのような考えを持ったか」
パフォーマ
ンス課題
から必要な情報を集めて読み取る｣，②の問いを中
心として，｢歴史事象の意味・意義を解釈する｣，
③の問いを中心として，｢歴史事象の特色や事象間
の関連を理論的に説明する｣，④の問いを中心とし
て，｢歴史に対する自分の考えを表明する｣活動が
学び合いにおいて具現化されるような授業展開を
考え授業実践を行った。
平成26年９月３日（水）～９月30日（火）に，
単元名「世界の動きと武家政治の始まり」を40時
間（パフォーマンス課題を含め８時間扱い５学級）
にわたり実施した。前期実習と同様，１年１･２組
は一斉授業，１年３･４･５組は学び合いの授業を
実施した。どちらの授業も展開の内容は同じにし，
一斉授業では筆者が知識をすべて教え，学び合い
の授業では知識の一部を教え，教えられた知識を
活用し，学び合いで課題の問いに対する答えを生
徒が考え得させていくようにした。そして授業の
最後に，その課題の問いについての答えを個々に
記述させた。
 授業実践例
第６次「鎌倉時代をふり返ろう」（平成26年９月
24日（水）にジグソー法を用い研究授業を行った。）
〈学習活動の内容〉
 評価結果とアンケート結果についての考察
前期課題実習と同様に単元の最後にパフォーマ
ンス課題を実施した。単元で習得した知識や思考
力・判断力・表現力を総括的に評価することを目
的に小テストも実施した。
生徒の説明記述は，承久の乱，鎌倉文化や新仏
教，封建制度などについて触れたものが多く，
キャッチコピーも武士に関するものが約３割，幕
府に関するものが約２割，農業や文化に関するも
のも多く，無記述や適切ではない記述の生徒数名
を除き，ほとんどの生徒が特徴を記述し，鎌倉時
代についての概念形成が図れたと考えられる。学
び合いを行った学級の生徒は全体的に記述内容が
多様で，自分がどう捉えたか，どう思うかという
ことをよく記述できていた。他者と様々な意見を
出し合うことで，自分なりの考えがもてたことが
表現への意欲や技能につながったと捉えたい。判
断力・表現力の育成には，学び合いを通して得た
記述的知識や説明的知識をもとに，最後には個で
概念的知識や価値的知識を表現させることが重要
である。そのために，表現におけるスキル面の丁
寧な指導や，活動の積み重ねが必要であると考え
る。
―４９―
①これまでの学習の基本的な内容をふり返る。
②本時の学習課題を確認する。
③事前に各自でまとめたことについて，政治・農業や
商業・文化・人々のくらしの４つの視点ごとに集ま
り説明する。
④自分の班に戻り，視点ごとのグループで話し合った
ことを説明する。
⑤各自で学習課題についてまとめる。
学習課題について生徒がまとめたものを，教師
用ルーブリックを用い，評価を行った。
〈評価がレベルⅣとなった生徒の記述〉(原文)
○鎌倉幕府を源頼朝がつくった。武士にえいきょうさ
れ力強い文化が生まれた。農業は生産が高まり，商
業では日宋貿易や市が行われた。いろいろな仏教の
宗派も生まれ，人々は戦乱やききんから救われたい
ので広まった。農民は年貢の取り立てに苦しみ，集
団で訴えをおこし，村どうしの結びつきを強めた。
○鎌倉幕府が武士を中心に政治をすすめ，御恩と奉公
の関係をつくり支配した。仏教の教えがいろいろと
人々に広まっていった。武士たちは日ごろからけい
こにはげみ「いざ鎌倉」といつでも出陣できるよう
にしていた。農業がさかんになり「二毛作」が行わ
れるようになった。力強く武士らしい文化が広まっ
ていった。
目的（Goal）…源頼朝に鎌倉時代について説明する
役割（Role）…現代人の代表。
誰が相手（Audience）か…源頼朝
想定されている状況（Situation）…源頼朝に会い話
す。
生み出すべき作品（完成作品，実演）（Product，
Performance）…Ａ４判１枚のワークシートに記述す
る。
（評価の）観点（Standardsandcriteriaforsuccess）
…鎌倉時代の歴史的事象について説明し，そのこと
についての自分の考えが表現でき，鎌倉時代の特色
を捉えられているか。
表５ パフォーマンス課題の教師用ルーブリック
歴史的事実について正しく説明できており，理由を挙げて自分の考えを記述で
きている。キャッチコピーも時代の特色を捉えたものになっている。Ⅳ
歴史的事実について概ね正しく説明できており，理由を挙げて自分の考えを記
述できている。キャッチコピーも時代の特色を捉えたものになっている。Ⅲ
事実について説明しているが，自分の考えが記述できていない。
キャッチコピーも時代の特色を捉えたものになっている。（なっていない。）Ⅱ
課題についての記述ができていない。Ⅰ
評価レベルⅣとⅢを取り出し一斉授業と学び合
いで比較した。（表５）第１次を除き第２次から
パフォーマンス課題，小テスト①（10点満点）と
②（５点満点）において学び合いを行った学級の
結果が良好であった。小テストにおける知識・理
解を問う課題の評価結果から，学び合いも一斉授
業と変わらず知識を習得し理解できたと考えられ
る。さらに，授業実践後の生徒アンケートの結果
でも「あることについて，理由にもとづいて自分
の考えをもち学習している。」「学習したことや相
手の考えをもとに，自分の考えを決めている。」「な
ぜそうなのか，根拠や理由をつけて話している。」
と回答した生徒が授業実践前より増加した。１単
元のみの授業実践での若干の考察ではあるが，学
び合いの思考力・判断力・表現力を育成する上で
の有効性が確認できた。
８ 研究の成果と課題
逆向き設計による授業，知識や指導内容の構造
化や単元の構造化で，何を学び合わせるのかが明
確となり，指導と評価の一体化を行う上で重要で
あることを確認できた。生徒は学び合うことで知
識を習得・活用し課題達成を図ることもできた。
今回の実践研究は教師主導の知識教え込みの授業
から，生徒が主体となり社会の見方や考え方を身
に付ける授業への転換のきっかけとなった。学習
課題設定の難しさが課題として残ったが，今後も
生徒の学ぶ姿勢や学力の変容を見取りつつ，学び
合いの授業実践と授業改善を継続したい。
〈付記〉本実践研究は，教職大学院における課題
実習として，徳島市城西中学校での実践をまとめ
たものである。
【引用・参考文献】
１）文部科学省（2005）「OECDにおける「キー・コンピテン
シー」について」
htp:/www.mext.go.jp/b_menu/shingi/chukyo/chukyo3/016/
siryo/06092005/002/001.htm
２）中央教育審議会初等中等教育分科会教育課程部会（第27
回（第３期第13回）議事録・配布資料）
htp:/www.mext.go.jp/b_menu/shingi/chukyo/chukyo3/004/
siryo/05111603/004.htm
３）小原友行（2009）『「思考力・判断力・表現力」をつける
社会科授業デザイン』 明治図書 pp.8-10
４）文部科学省(平成20年)『中学校学習指導要領解説社会編』
p.17
５）前掲４）pp.25-26，pp.68-69，pp.95-96
６）前掲４）pp.5-6，
７）西岡加名恵（2009）『「パフォーマンス課題の作り方と活
かし方」「活用する力」を育てる授業と評価 中学校』学
事出版 p.8
８）西岡加名恵（2008）『逆向き設計で確かな学力を保障す
る』明治図書pp.13-14
９）前掲８）p.15
10）西岡加名恵 田中耕治編『「活用する力」を育てる授業
と評価 中学校パフォーマンス課題とルーブリックの提
案』学事出版p.10
11）西川純（2013）「『学び合い』の手引き書」
htp:/dl.dropboxusercontent.com/u/352241/manabiai-data/net-
book/tebiki.pdfpp.12-30
12）佐藤学（2003）『教師たちの挑戦－授業を創る 学びが
変わる』小学館pp.13-16
13)寺本潔 編著（2009）『言語力が育つ社会科授業』教育
出版 pp.26-38
14)北俊夫（2011）『社会科学力をつくる“知識の構造図”』
明治図書 p.18
15)中島一郎（2012）｢中学校社会科における思考力・判断
力・現力等の育成をめざして｣ 京都市総合教育センター
研究紀要 p.7
htp:/www.edu.city.kyoto.jp/sogokyoiku/kenkyu/outlines/h24/
kiyou/556.pdf
16)森分孝治（1978）『社会科授業構成の理論と方法』明治
図書 pp.86-87
17)社会認識教育学会編（1994）『社会科教育学ハンドブッ
ク 新しい視座への基礎研究』明治図書 p.173
18)社会認識教育学会編（2012）『新社会科教育学ハンドブッ
ク』明治図書 p.170
19)前掲10) pp.13-15
20)田村 学，黒上晴夫（2014）『こうすれば考える力がつ
く！中学校思考ツール』小学館 p.13
―５０―
表６ 授業で行った課題の評価結果のまとめ
学び合い一斉授業
生徒の割合と点数生徒の割合と点数評価レベル
△6.0％○14.5％Ⅳ
第
１
次思
考
力
・
判
断
力
・
表
現
力
を
問
う
課
題
39.5％32.2％Ⅲ
○23.3％△26.2％Ⅳ
第
２
次 38.3％27.8％Ⅲ
○23.4％△25.8％Ⅳ
第
３
次 49.3％45.1％Ⅲ
○35.8％△23.7％Ⅳ
第
４
次 35.8％28.8％Ⅲ
○19.4％△9.6％Ⅳ
第
５
次 50.0％50.0％Ⅲ
○39.5％△29.0％Ⅳ
第
６
次 41.8％41.9％Ⅲ
○46.9％△28.5％Ⅳ
パフォー
マ
ンス
課
題 23.4％36.5％Ⅲ
○6.39点△6.30点
小
テ
ス
ト
①
を
問
う
課
題
知
識
･
理
解
○3.18点△2.52点
小
テ
ス
ト
②
を
問
う
課
題
思
･
判
･
表
